
○雨水浸透阻害行為 許可申請書作成

「調整池容量計算システム（Ver 2.1）」

【作成事例】浸透施設の設置
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○雨水浸透阻害行為のイメージ

・耕地、草地を宅地にする場合の作成事例を紹介します。

【開発前】 【開発後】

〈土地利用の状況〉
・耕地、草地：2,000m2

〈土地利用の状況〉
・宅地：1474.2m2（65坪×7区画）
・舗装された土地（不透水性）：525.8m2

※直接放流なし
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流出係数の設定

流出計算（許容放流量の設定）

浸透能力の設定

調節池容量の概算

調節計算（自然調節方式）

調節計算（２段）

調節計算（ポンプ）

※該当シート：「浸透係数算出」

・行為前・行為後の面積の設定
・行為前・行為後の流出係数の設定

※該当シート：「降雨強度」「流入量定義」「01流出計算」

・対象降雨の設定、流出計算の実施
または

・行為後流入量の設定
↓

・許容放流量の設定

※該当シート：「浸透施設能力」「比浸透量」

・浸透計算手法の選択
・浸透施設なし
・浸透施設あり
・浸透施設あり（道路管理者用）

※該当シート：「02流出計算」「03調整池容量の概算」

・浸透計算の実施、流出計算の実施
・調整池高の設定
・調整池概算容量の算出

※該当シート：「04-①調節計算（自然調節方式）」

※該当シート：「04-②調節計算（2段）」

※該当シート：「04-③調節計算（ポンプ）」

・水深/容量(H-V)データの設定
・放流口形状・諸元の設定
・調整計算の実施

☞雨水浸透阻害行為の許可基準に対する評価

・水深/容量(H-V)データの設定
・許容放流量(上段・下段）の設定
・放流口形状・諸元（上段・下段）の設定
・調整計算の実施

☞雨水浸透阻害行為の許可基準に対する評価

・水深/容量(H-V)データの設定
・水深/ポンプ規模（H-Q）データの設定
・調整計算の実施

☞雨水浸透阻害行為の許可基準に対する評価

いずれの施設に対しても共通して実施する検討部分 施設の放流形式によりいずれかを選択して検討する部分

○浸透施設を設置する場合、作成が必要となる計算、書類は以下のとおりです。

※「調整池容量計算システム」の「00はじめに」シート参照

：作成対象
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〈流出係数の設定〉

シート「流出係数算出」に行為前、行為後の土地利用について区分ごとに面積を
入力してください。 ※単位：ヘクタール（ha）

① 開発行為前後の土地利用面
積を記入します。

② 流出係数を求めます。

①

②
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〈流出計算（対象降雨の設定)〉

シート「降雨強度」に適用する降雨強度式および常数、波形を入力して
「計算実行」を押してください

［降雨強度式の選択］
クリーブランド

［降雨強度式］
a = 6153.04
b = 35.225
n = 1.014

［波形］
中央集中型

※休泊川における1/10確率の
降雨強度式を適用
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〈施設規模の早見表の作成〉

対象地における、1ha当たりの施設規模（概算）を算出します。
「早見表の作成」を押してください。
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〈流出計算（行為前後のピーク流量算出）〉

開発行為前後の流入量、時系列的変化のグラフを算出します。

シート「流出係数算出」に入力
したデータから自動算定→
「流出係数」を押す
→その後「計算実行」を押す

「計算実行」を押すと自動計算されます。
行為前後のピーク流入量が確認できます。

※開発行為を行うことにより増加した流入量を、貯留浸透施設を設置するこ
とにより行為前のピーク流量以下になるよう計画する必要があります。

行為後のピーク流量

行為前のピーク流量

行為前のピーク流量以下
に下げる必要

シート「流出係数算出」を参
照し、行為面積を手入力
※単位はha
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〈浸透能力の設定（比浸透量の算出）〉

設置する貯留浸透施設に関する能力算定に必要となる比浸透量（m2）を算定します。

【設置する貯留浸透施設の諸元】
種別 ：雨水貯留浸透層
大きさ：高さ（水頭）1.0m×幅4.0m×奥行4.0m
個数 ：7個（1区画に1個）

4.0m

1.0m

×7個設置
〇比浸透量の算出

設置する貯留浸透
施設の諸元を入力

算出される
比浸透量（K)

図 雨水貯留浸透施設の設置イメージ
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「比浸透量の算出」
を押す

プルダウンから、
設置する浸透施設
の種類を選択する。



〈浸透能力の計算〉

貯留浸透施設の浸透能力と空隙貯留量を算定します。

前頁の比浸透量を入力

飽和透水試験等からの結果を入力
※試験を実施しない場合には
「0.001cm/s（関東ローム層と同程
度）」を標準とする

設置個数を入力

（1）地下水の影響、（2）目詰まりの影響
として両方とも「0.9」を標準とする。

1個あたりの
体積を入力

カタログ等より
空隙率を確認

浸透施設の能力を算定
（下表に入力することにより
自動算定）

浸透施設の空隙貯留量を
算定（下表に入力すること
により自動算定）
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〈浸透能力の計算（浸透施設設置後の流出計算）〉

貯留浸透施設設置による流出計算を行います。

「浸透施設あり」を選択
し、「計算実行」を押す

浸透貯留施設の設置を考慮した流量ハイドログラフが算出されます
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〈調節計算（自然放流式）〉

貯留浸透施設の能力算出後、調節計算を行い、貯留浸透施設設置を踏まえた流出
量が、行為前流出量以下になっているか確認します。

浸透施設設置を考慮した流出量が
行為前の流出量以下になっている
ことを確認

貯留浸透施設の能力算
定後、「計算実行」を押す

浸透施設設置を考慮
した後の流出量

行為後（対策なし）の流出量

行為前の最大流出量

総合評価、放流量評価が「OK」
と確認されましたら「許可申請
図書を作成」を押し、ファイル
（エクセル）を提出してください。
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【参考】浸透能力が不足する場合の事例

設置する貯留浸透施設の能力が不足する場合は、再度施設の大きさや仕様、数量等の
検討をお願いします。

【設置する貯留浸透施設の諸元】
種別 ：雨水貯留浸透層
大きさ：高さ（水頭）1.0m×幅3.0m×奥行3.0m
個数 ：7個（1区画に1個）

〇比浸透量の算出

設置する貯留浸透
施設の諸元を入力

比浸透量の算出を押す

12

プルダウンから、
設置する浸透施設
の種類を選択する。



貯留浸透施設の浸透能力と空隙貯留量を算定します。

W3.0m×D3.0m×H1.0mの場合の
比浸透量と体積を入力

【参考】浸透能力が不足する場合の事例
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貯留浸透施設設置による流出計算を行います。

【参考】浸透能力が不足する場合の事例
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貯留浸透施設の能力算出後、調節計算を行い、貯留浸透施設設置を踏まえた流出
量が、行為前流出量より大きくなっている場合は再度検討をお願いします。

浸透施設設置を考慮しても流出量
が行為前の流出量より大きくなっ
ている場合には「NG」となります。

行為後（対策なし）の流出量

行為前の最大流出量

【参考】浸透能力が不足する場合の事例

貯留浸透施設設置を
考慮した流出量
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